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▲寛政６年購入の上皿の木箱

師
を
続
け
ま
し
た
。
大
二
氏
の
曾
祖

父
に
あ
た
る
宗
篤
は
昭
和
十
一
年

（
一
九
三
六
年
）
十
月
二
十
日
に
死

去
し
ま
す
が
、
南
会
津
郡
医
師
会
総

代
横
山
鹿
次
に
よ
る
弔
辞
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
よ
る
と
宗
篤
は
医
術
を

幼
く
し
て
馬
場
順
誠
に
学
び
、
家
業

を
継
い
だ
あ
と
、
次
に
長
岡
藩
佐
藤

寛
斎
に
つ
い
て
内
科
・
外
科
を
研
究

し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
に
只
見
と
長
岡
の
文
化
的
な
つ
な

が
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

木
箱
墨
書
銘
陶
磁
器　

　

筆
者
は
平
成
二
年（
一
九
九
〇
年
）

に
矢
澤
家
で
所
蔵
す
る
陶
磁
器
の
調

査
を
す
る
機
会
を
得
、五
四
器
種（
陶

器
一
三
器
種
、
磁
器
四
一
器
種
）
を

確
認
し
ま
し
た
。
年
代
は
一
八
世
紀

末
か
ら
一
九
世
紀
が
中
心
で
、
生
産

地
は
陶
器
が
会
津
本
郷
産
、
磁
器
は

肥
前
産
（
佐
賀
県
産
）
の
も
の
が
多

か
っ
た
で
す
。
こ
の
う
ち
一
五
器
種

が
木
箱
に
入
っ
て
お
り
、
木
箱
の
蓋

の
表
・
裏
・
側
面
な
ど
に
購
入
年
月

日
、
器
種
名
、
購
入
者
、
ま
た
一
器

種
で
す
が
購
入
先
の
墨
書
銘
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
墨
書
銘
か
ら
木
箱

に
入
っ
て
い
る
陶
磁
器
の
使
用
年
代

や
当
時
何
と
呼
ば
れ
て
い
た
か
、
そ

し
て
流
通
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
木
箱
は
購
入
者
が
大
工
に
つ
く

ら
せ
た
よ
う
で
す
。
一
五
の
木
箱
の

一
つ
に
「
大
工
源
右
エ
門
作
」
と
記

さ
れ
て
い
る
の
が
あ
り
ま
す
。

　

購
入
年
月
日
は
最
古
が
寛
政
六
年

（
一
七
九
四
年
）、
最
新
は
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
年
）
で
、
購
入
の
期
間

同
時
代
史
料
が
語
る
只
見
の
歴
史
⑤

矢
澤
家
旧
蔵
の
陶
磁
器
（
１
）　

―
矢
澤
家
と
木
箱
墨
書
銘
陶
磁
器
―

▲文久３年購入の奈良茶碗と木箱

は
七
二
年
に
及
び
ま
す
。

　

一
五
器
種
の
陶
磁
器
は
皿
類
、
碗

類
、
そ
の
他
に
大
別
で
き
、
皿
と
碗

が
三
分
の
二
を
占
め
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
名
称
か
ら
当
時
の
呼
び
名
が
わ

か
り
ま
す
。
皿
類
は
上
皿
、
小
皿
、

長
皿
、砂さ

鉢は
ち

で
す
。
碗
類
は
一
寸
口
、

茶ち
ゃ

盌わ
ん

、
登と

艸く
さ

茶
碗
、
飛ひ

び々

焼や
き

茶
碗
、

奈
良
茶
碗
、
南
京
奈
良
茶
碗
で
す
。

そ
の
他
は
猪
口
、
眼が
ん

家か

具ぐ

蘭ら
ん

曳び
き

（
目

薬
を
つ
く
る
道
具
）、
三
ツ
組
瀬
戸

重
、
透
丼
、
義ぎ

屋や

満ま
ん

陶と
う

盃
洗
で
す
。

　

購
入
者
は
「
矢
澤
氏
」
の
み
で
名

前
が
特
定
で
き
な
い
の
が
二
、
矢
澤
玄

説
が
五
、
矢
澤
宗
益
が
八
で
す
。
玄

説
は
千
秋
堂
、
衆
益
は
千
穐
堂
と
文

人
や
画
家
が
つ
け
る
雅
号
を
用
い
て

い
ま
す
。
大
二
氏
が
只
見
町
に
寄
贈

し
た
文
書
・
書
籍
の
中
に
元
禄
十
年

（
一
六
九
七
年
）
刊
行
の
『
俳
諧
御
た

ま
き
綱
目
』
が
あ
り
、
こ
の
表
紙
の

裏
に
矢
澤
玄
説
の
墨
書
銘
が
あ
り
ま

す
。
只
見
地
方
は
俳
諧
が
盛
ん
で
あ
っ

た
の
で
、
玄
説
の
雅
号
は
俳
諧
と
関
わ

り
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

江
戸
時
代
に
陶
磁
器
を
購
入
で
き

た
の
は
、
村
で
も
一
部
の
も
の
に

限
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
昭
和

四
十
五
年
（
一
九
七
〇
年
）
の
会
津

民
俗
研
究
会
に
よ
る
南
郷
村
（
現
南

会
津
町
）
の
民
俗
調
査
に
よ
る
と
、

陶
磁
器
は
高
価
で
貴
重
品
だ
っ
た
の

で
、
普
通
の
家
庭
で
は
ゴ
キ
（
木
で

ひ
い
た
わ
ん
）
も
皿
も
木
製
が
使
用

さ
れ
、
陶
磁
器
（
瀬
戸
物
）
に
変
わ

っ
た
の
は
明
治
中
ご
ろ
か
ら
で
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
南
郷
村

に
隣
接
す
る
只
見
町
で
も
同
様
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

矢
澤
家
に
つ
い
て

　

塩
沢
の
河
井
継
之
助
記
念
館
は
、

故
矢
澤
大
二
氏
が
保
存
さ
れ
て
い
た

終
焉
の
間
や
遺
品
を
も
と
に
開
館
し

た
も
の
で
す
。
矢
澤
家
は
司
馬
遼
太

郎
氏
の
『
峠
』
の
主
人
公
に
な
っ
た

長
岡
藩
家
老
河
井
継
之
助
が
長
岡
の

戦
闘
で
負
傷
し
、
若
松
に
向
か
う
途

中
の
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
年
）
八

月
十
六
日
に
四
十
二
歳
で
終
焉
を
迎

え
た
家
で
、
当
時
矢
澤
家
は
医
師
を

家
業
と
し
て
い
ま
し
た
。
大
二
氏
の

お
話
に
よ
り
ま
す
と
、
矢
澤
家
は
中

世
に
金
山
谷
な
ど
を
支
配
し
た
山
内

氏
の
家
臣
で
し
た
が
、
豊
臣
秀
吉
の

奥
羽
仕
置
に
よ
っ
て
山
内
氏
が
所
領

を
失
っ
た
た
め
、
帰
農
し
た
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
江
戸
時
代
に
矢
澤
了

祐
が
医
師
を
開
業
し
ま
す
が
、
そ
の

時
期
は
位
牌
に
記
さ
れ
た
没
年
に
よ

り
一
八
世
紀
中
頃
以
降
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
以
後
、
玄
説
・
宗
益
・
宗
篤

と
四
代
に
わ
た
り
昭
和
初
期
ま
で
医


